
日
本
の
経
典
訓
読
の
一
源
流

-
　
助
詞
イ
を
手
掛
り
に
　
-

「
[
要
旨
]

奈
良
時
代
(
八
世
紀
)
　
の
一
切
経
書
写
に
際
し
て
新
た
に
始
ま
っ
た
勘
経

で
は
、
底
本
と
は
別
に
証
本
と
し
て
新
羅
掟
な
ど
の
舶
来
経
が
使
わ
れ
た
。

一
切
経
の
自
点
・
朱
点
に
研
鮮
半
島
の
語
順
符
や
点
吐
　
(
ヲ
コ
ト
点
)
　
が
見

ら
れ
る
の
は
、
勘
経
の
証
本
を
通
し
て
取
り
入
れ
ら
れ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
が
、
符
号
だ
け
で
な
く
経
典
の
訓
読
法
ま
で
新
羅
経
の
影
響
が
あ
っ
た
の

で
あ
ろ
う
こ
と
を
、
新
資
料
を
用
い
、
助
詞
イ
を
手
掛
り
に
推
定
す
る
。

一
、
勘
経
の
種
々
相

日
本
の
訓
点
表
記
で
あ
る
自
点
・
朱
点
の
始
原
が
、
光
明
皇
后
(
七
〇
一
-

七
六
〇
)
　
の
一
切
経
具
備
の
必
要
性
に
侯
っ
て
、
興
福
寺
僧
の
慈
訓
を
指
導

者
と
し
て
、
天
平
勝
宝
年
間
(
七
四
九
-
七
五
七
)
　
に
始
ま
っ
た
勘
経
に
よ

(
1
)

る
こ
と
を
、
「
扱
古
」
第
五
十
三
号
　
(
平
成
二
十
年
六
月
)
　
で
発
表
し
た
。

そ
こ
で
取
り
上
げ
た
諸
資
料
の
、
白
点
・
朱
点
が
表
す
内
容
を
字
句
の
校
正

以
外
の
符
号
に
よ
っ
て
整
理
し
直
す
と
、
次
の
よ
う
な
種
々
の
相
が
認
め
ら

れ
る
。
(
用
例
は
右
掲
拙
稿
を
参
照
)

Ⅲ
語
順
符
と
句
切
点
を
書
き
入
れ
た
資
料

○
大
束
急
記
念
文
庫
蔵
「
華
厳
刊
定
記
巻
第
五
」
一
巻

回
巻
末
識
語

-

。

-

:

-

。

-

」

小
　
林
　
芳
　
規

L‥

(
本
文
と
同
筆
)
　
無
上
菩
提
因
/
近
事
智
鏡

(
別
筆
)
　
「
延
暦
二
年
(
七
八
三
)
十
}
月
廿
三
日
於
東
大
寺
輿
新
/

羅
正
本
自
均
捌
畢
以
此
善
根
生
々
之
中
/
殖
金
剛
種
断
一

切
障
共
話
合
識
入
無
専
門
」

(
又
別
筆
)
「
以
延
暦
七
年
八
月
十
二
日
興
唐
正
本
相
野
蛸
助
取
捨
/

得
失
措
定
此
本
後
學
存
意
可
幸
察
耳
目
後
諸
/
巻
亦
同

此
央
更
不
録
年
目
等
也
」

本
文
を
智
鏡
が
書
写
し
た
後
、
延
暦
二
年
(
七
八
三
)
　
に
東
大
寺
で
新

羅
正
本
と
校
勘
し
て
い
る
。
語
順
符
は
、
次
の
よ
う
で
あ
り
、

五

二

　

　

　

　

・

四

　

三

中
有
三
句
.
今
此
答
申
品
有
両
句
.
由
束
間
中
初
二
句
為
一
句
故
也
・

(
加
点
は
朱
)

日
本
の
訓
点
で
は
使
わ
れ
ず
新
羅
を
始
め
韓
国
の
加
点
資
料
に
用
い
ら

れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
語
順
符
・
句
切
点
等
が
、
延
暦
二
年
に
新
羅
正
本

に
よ
っ
て
校
勘
し
た
時
に
施
さ
れ
た
と
見
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

㈲
審
祥
(
詳
)
　
の
蔵
書
の
「
華
厳
刊
定
記
」
が
勘
経
所
に
お
い
て
勘
経
の

証
本
と
す
る
た
め
に
借
用
さ
れ
て
い
る
。
次
の
資
料
で
知
ら
れ
る
。

正
倉
院
文
書
の
神
護
景
雲
二
年
(
七
六
八
)
　
四
月
二
十
九
H
付
「
奉
需

一
切
経
司
移
」

奉
雷
一
切
経
司
移
東
大
寺
司

請
花
厳
経
恵
園
師
疏
一
部
審
詳
師
所
者



右
、
為
須
勘
囲
痢
錮
刺
、
所
請
如
件
、
以
移

神
護
景
雲
二
年
四
月
廿
九
日
別
皆
国
書
少
屈
従
七
位
上
大

隅
忌
寸
公
足

次
官
従
五
位
下
　
王

「
司
判
許
　
　
　
　
　
　
　
　
扶
噌
噸
珊
増
額
舶

花
巌
経
疏
十
二
巻
締
紅
聖
六
八
十
十
二
十
三
十
四
十
五
十
六
等
巻
々

審
詳
師
経
之
内

右
件
疏
、
附
返
使
鳥
取
古
万
呂
、
令
請
如
件

案
主
上
馬
養
」

審
詳
は
新
羅
学
生
と
称
さ
れ
、
新
羅
か
ら
帰
朝
に
際
し
て
多
く
の
新
羅

経
典
を
将
来
し
た
。
新
羅
で
華
厳
刊
定
記
が
用
い
ら
れ
た
こ
と
は
、
皇(

2
)

龍
寺
僧
の
表
員
の
「
華
厳
文
義
要
決
」
　
の
中
に
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と

で
知
ら
れ
る
。

審
詳
は
天
平
十
二
年
(
七
四
〇
)
　
に
東
大
寺
の
前
身
の
金
錘
寺
に
お
い

、
-
、

て
日
本
で
初
め
て
華
厳
経
の
講
説
を
行
っ
た
。
そ
の
時
の
複
師
を
務
め

た
の
が
後
に
勘
経
の
指
導
者
と
な
っ
た
慈
訓
で
あ
る
。

聞
語
順
符
と
句
切
点
と
弧
の
返
読
符
と
を
書
き
入
れ
た
資
料

○
東
大
寺
図
書
館
蔵
「
華
厳
刊
定
記
巻
第
九
」
一
巻

弧
の
返
読
符
は
漢
字
の
右
下
か
ら
長
め
に
書
か
れ
て
い
て
、
初
離
高
毘

版
に
角
筆
で
書
か
れ
た
弧
の
返
読
符
と
同
じ
形
で
あ
る
。
日
本
の
返
読

符
と
形
が
異
な
る
。

㈱
語
順
符
と
句
切
点
、
「
乙
」
に
よ
る
返
読
符
、
稀
に
訓
読
を
表
す
漢
字
と

仮
名
を
書
き
入
れ
た
資
料

○
東
大
寺
図
書
館
蔵
「
根
本
説
一
切
有
部
批
奈
耶
巻
第
二
」
　
二
巻
　
(
前

半
と
後
半
に
分
巻
)

神
護
景
雲
経
で
僚
巻
が
正
倉
院
聖
語
蔵
に
現
存
し
て
い
る
。
「
乙
」
　
に

ょ
る
返
読
符
は
日
本
で
融
他
に
使
用
例
を
見
な
い
。
春
日
政
治
博
士
は

ヲ
コ
ト
点
が
用
い
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
点
本
中
最
古
の
も
の
と
説
か

(
1
)

れ
た
。

㈲
弧
の
返
読
符
と
句
切
点
、
真
仮
名
・
省
画
仮
名
と
ヲ
コ
ト
点
と
を
書
き
入

れ
た
資
料

○
慶
応
義
塾
図
書
館
蔵
「
旧
訳
　
(
六
十
巻
本
)
　
華
厳
経
巻
第
十
四
」
一

巻
○
京
都
国
立
博
物
館
蔵
「
旧
訳
　
(
六
十
巻
本
)
　
華
厳
経
巻
第
十
七
」
一

巻右
の
二
巻
は
僚
巻
で
神
護
景
雲
経
で
あ
り
、
こ
の
僚
巻
が
正
倉
院
聖
語

蔵
に
計
五
十
一
巻
現
存
す
る
。
右
の
二
巻
は
正
倉
院
か
ら
流
出
し
た
も

の
で
あ
る
。

弧
の
返
読
符
の
う
ち
、
返
託
を
受
け
る
漠
字
に
だ
け
施
す
こ
と
は
日
本

で
は
用
い
ず
、
初
離
高
毘
版
に
角
筆
で
書
き
入
れ
た
符
号
に
は
見
ら
れ

る
。

ヲ
コ
ト
点
は
春
日
政
治
博
士
が
「
発
生
初
期
」
　
の
も
の
と
さ
れ
た
が
、

初
離
高
毘
版
華
厳
経
の
角
筆
点
吐
の
原
型
を
変
形
し
て
取
り
入
れ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
、
「
汲
古
」
第
五
十
三
号
の
拙
稿
に
基
づ
い
て
整
理
し
直
し
た
も
の

で
あ
る
。
こ
れ
を
訓
点
表
記
の
発
達
と
い
う
点
か
ら
見
る
と
、
川
∽
㈲
剛
の

順
に
段
階
的
に
進
ん
だ
と
見
ら
れ
る
が
、
必
ず
し
も
現
存
資
料
の
書
写
年
代

と
対
応
は
し
な
い
。

そ
の
川
畑
㈱
剛
の
い
ず
れ
の
段
階
で
も
語
順
符
な
ど
朝
鮮
半
島
の
符
号
が

使
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
勘
鐙
の
証
本
と
し
て
用
い
た
経
典
が
新
羅
経
で

あ
り
、
読
み
に
当
っ
て
そ
の
新
羅
経
に
施
さ
れ
て
い
た
諸
符
号
を
取
り
入
れ

た
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
「
拳
銃
刊
定
記
巻
第

五
」
　
の
巻
末
識
語
に
「
東
大
寺
に
お
い
て
新
羅
正
本
と
校
勘
し
た
」
と
あ
る

の
は
そ
の
裏
付
け
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
う
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
李
丞
宰
教
授
が
京
都
国
立
博
物
館
蔵
旧
訳



華
厳
経
巻
第
十
七
の
本
文
の
中
に
、
新
羅
の
仮
名
(
字
吐
)
　
の
丁
こ
　
(
「
亦
」

の
省
面
体
)
　
が
存
す
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
意
味
が
理
解
さ
れ
る
。
即
ち
、

証
本
の
新
擢
桂
の
符
‖
号
は
そ
の
ま
ま
取
り
入
れ
た
が
、
言
葉
は
新
羅
語
を
日

本
語
に
直
し
た
中
で
、
偶
々
新
羅
語
の
ま
ま
書
き
入
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。

二
、
勘
経
に
現
れ
た
奈
良
時
代
の
訓
読
法

拗
経
の
種
々
相
の
う
ち
、
川
畑
は
訓
読
し
た
こ
と
が
語
順
符
か
ら
分
る
も

の
の
、
仮
名
や
ヲ
コ
ト
点
の
書
き
入
れ
が
な
い
の
で
実
際
に
ど
の
よ
う
な
言

葉
を
使
っ
て
訓
読
し
た
の
か
は
未
詳
で
あ
る
。
糊
も
仮
名
の
書
き
入
れ
が
稀

な
の
で
不
十
分
で
あ
る
が
、
剛
で
は
仮
名
と
ヲ
コ
ト
点
と
に
よ
っ
て
、
経
本

文
の
字
句
を
ど
の
よ
う
に
訓
読
し
た
か
或
る
程
度
分
る
よ
う
に
な
る
。
孝
謙

天
皇
の
発
願
に
よ
る
景
雲
一
切
経
の
書
写
は
、
宝
字
二
年
(
七
五
八
)
頃
か

ら
神
謹
景
雲
二
年
　
(
七
六
八
)
　
頃
ま
で
行
わ
れ
、
そ
の
勘
経
が
宝
字
六
年

(
5
)

(
七
六
二
)
　
か
ら
神
護
景
雲
三
年
七
月
頃
ま
で
行
わ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、

そ
の
訓
読
は
物
種
が
行
わ
れ
た
当
時
の
奈
良
時
代
の
も
の
と
な
る
。

因
の
資
料
で
あ
る
旧
訳
華
厳
経
の
慶
応
義
塾
図
書
館
蔵
巻
第
十
四
と
京
都

国
立
博
物
館
蔵
巻
第
十
七
の
訓
読
の
中
か
ら
、
奈
良
時
代
語
と
見
て
矛
盾
し

な
い
も
の
を
取
り
出
し
て
示
す
。

回
使
役
の
「
令
」
　
の
訓
読
法

(
セ
)
‥
封
(
ム
)
と
　
を

弊
制
衆
生
成
二
就
　
　
悌
法
-
(
巻
第
十
四
1
8
6
行
)

(
シ
)
て
　
へ
タ
)
　
　
(
セ
)
」
望
ム
l

制
札
具
足
　
悉
成
蒲
　
(
巻
第
十
七
1
2
6
行
)

到

　

七

)

4

刃

不
三
軽
焼
討
聖
剣
夷
憂
惰
l
(
巻
第
十
四
5
0
行
)

引
(
二
〓
ラ
)
4
ム
l

倒
彼
衆
生
速
成
　
レ
彿
(
巻
第
十
七
1
4
2
行
)

使
役
さ
れ
る
者
(
衆
生
・
我
・
其
)
　
に
は
助
詞
「
に
」
又
は
「
を
」
を

読
み
添
え
て
い
て
、
後
世
の
よ
う
に
「
ヲ
シ
テ
」
を
用
い
て
い
な
い
。

奈
良
時
代
(
八
世
紀
)
　
の
　
『
高
菜
集
』
　
で
も
、

づ
と

山
人
の
吾
相
得
u
瑚
u
(
和
礼
ホ
依
志
米
之
)
山
竃
ぞ
是
れ
(
巻

二
十
・
四
二
九
三
)

ヤ
す
い

吾
が
背
子
到
(
和
裁
世
鬼
平
)
安
寝
な
寝
u
嘲
(
勿
令
嬢
)
　
(
巻

十
九
・
四
一
七
九
)

の
よ
う
に
「
に
」
又
は
「
を
」
　
で
あ
る
。

平
安
初
期
の
訓
読
で
は
、
「
に
」
「
を
」
は
引
き
続
い
て
用
い
ら
れ
る
が
、

新
た
に
「
ヲ
シ
テ
」
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

㈲
「
コ
ト
得
」
　
の
訓
読
法

l
h
♭
(
キ
)
可
H
H
[
字
音
熱
合
]
の

捨
二
離
貪
身
一
以
政
レ
我
者
必
蒙
二
天
施
一
得
レ
全
二
　
性
命
一
(
巻
第
十

四
1
4
6
行
)

-
　
(
ル
)
.
刊
H

能
以
二
一
切
善
根
廻
向
一
得
レ
至
一
切
虞
身
業
一
(
巻
第
十
七
2
7
0
行
)

「
得
」
　
が
可
能
を
表
す
助
動
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
る
時
に
は
活
用
語

(
全
・
至
)
を
コ
ト
で
受
け
て
、
後
世
の
よ
う
に
「
コ
ト
到
得
」
と
は

な
ら
な
い
。

奈
良
時
代
(
八
世
紀
)
　
の
続
日
本
紀
の
宣
命
で
も
、

國
家
乃
政
乎
不
レ
行
盟
不
レ
得
(
第
二
十
八
詔
)

私
父
母
兄
弟
爾
及
羽
矧
牟
(
第
二
十
五
詔
)

の
よ
う
に
「
コ
ト
得
」
　
で
あ
る
。

平
安
初
期
の
訓
読
で
は
、
「
コ
ト
得
」
は
引
き
続
い
て
用
い
ら
れ
る
が
、

「
コ
ト
到
得
」
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

回
助
詞
「
イ
」

[
字
音
鶏
舎
]
〓
ぬ
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
　
　
　
　
　
　
(
ナ
ル
)
へ
シ

讐
如
二
元
我
　
不
∇
離
二
諸
温
二
我
諸
善
根
亦
復
如
是
　
(
巻
第

十
七
2
2
5
行
)

引
て

荘
厳
菩
薩
摩
詞
薩
以
二
此
善
畢
皆
悉
廻
向
善
令
一
切
悌
剃
活
軌
荘

(
セ
)
シ
ム

厳
一
(
巻
第
十
七
3
6
2
行
)



第
一
例
の
よ
う
に
従
属
節
の
主
語
に
付
く
だ
け
で
な
く
、
第
二
例
の
よ

う
に
従
属
節
以
外
の
単
独
句
の
主
語
に
付
い
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

奈
良
時
代
の
天
平
宝
字
(
七
五
七
-
七
六
五
)
　
以
降
、
宝
亀
二
年
(
七

七
一
)
　
以
前
の
書
写
と
推
定
さ
れ
る
唐
招
提
寺
文
書
の
家
屋
資
材
請
返

解
案
に
、然

毛
ム
甲
可
弟
於
止
ム
甲
刊
父
ホ
従
弓
(
『
南
京
遺
文
』
第
十
八
)

と
用
い
ら
れ
て
い
る
。
「
?
」
　
(
ヂ
)
は
「
伊
」
　
の
省
画
体
で
あ
る
。

平
安
初
期
の
訓
読
で
も
引
き
続
い
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
景
雲
一
切
経
の
旧
訳
華
厳
経
の
訓
読
に
よ
っ
て
、
奈
良
時

代
の
経
典
訓
読
法
が
具
体
的
に
知
ら
れ
、
平
安
初
期
の
訓
読
法
へ
の
変
遷
も

分
る
よ
う
に
な
っ
た
。

従
来
、
日
本
の
訓
読
法
は
平
安
初
期
の
訓
点
資
料
で
知
ら
れ
る
も
の
が
最

古
と
考
え
た
か
ら
、
景
雲
一
切
経
の
旧
訳
華
厳
経
の
よ
う
に
訓
点
の
年
時
を

奥
書
に
記
さ
な
い
も
の
は
平
安
初
期
の
も
の
と
し
て
扱
っ
て
い
た
。
し
か
し

勘
経
が
奈
良
時
代
に
行
わ
れ
た
事
業
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
に
用
い

ら
れ
た
訓
読
が
奈
良
時
代
の
訓
読
法
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
っ

て
き
た
。

そ
の
奈
良
時
代
(
八
世
紀
)
　
に
は
新
羅
経
典
が
日
本
に
将
来
さ
れ
、
現
に

角
筆
で
新
羅
語
を
加
点
し
た
資
料
が
日
本
に
遺
存
し
て
い
る
の
で
、
景
雲
一

切
経
の
旧
訳
華
厳
経
の
訓
読
法
を
そ
れ
と
比
較
す
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に

な
っ
た
。

三
、
新
羅
経
の
訓
読
法

景
雲
一
切
経
の
旧
訳
華
厳
経
の
訓
読
法
の
中
に
、
日
本
の
訓
読
で
は
他
に

使
用
例
の
な
い
加
点
が
あ
る
。
「
連
用
機
能
」
を
表
し
た
も
の
で
、
前
掲
拙

稿
で
取
り
上
げ
た
よ
う
に
ヲ
コ
ト
点
の
左
下
の
単
点
で
示
さ
れ
て
い
る
。
次

の
よ
う
で
あ
っ
た
。

[
左
下
隅
の
単
点
「
・
」
　
(
連
用
機
能
)
]

回
副
詞
語
尾

シ
メ
(
ム
カ
)

烏
.
衆
生
骨
.
令
成
就
　
元
上
智
(
巻
第
十
七
1
3
0
行
)

タ

メ

こ

　

の

㈲
「
為
」
　
(
副
詞
的
用
法
)

(
ス
ん
)
コ
ト
　
　
　
に
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
を
　
　
　
　
　
二
一
7
ラ
)
シ
メ
(
ム
ト
)

廻
向
　
諸
悌
矧
.
衆
生
欲
令
衆
生
常
安
隈
　
　
　
　
(
巻
第
十
七
1
2
3
行
)

(
マ
マ
)

的
「
従
二
～
こ
「
自
二
～
L
で
導
か
れ
る
副
詞
句

菩
薩
充
蒲
共
剰
悉
笥
割
増
川
中
嘲
.
生
(
巻
第
十
七
3
8
3
行
)

、Hl

矧
過
.
而
来
.
一
欲
有
所
請
(
巻
第
十
四
1
7
4
行
)

仙
動
詞
(
又
は
助
動
詞
)
　
に
付
い
て
そ
れ
を
含
む
旬
を
連
用
旬
と
し
て
下

の
句
に
続
け
る

て

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

こ

こ

シ

ム

皆
悉
清
浄
叫
珊
瑚
普
令
俳
も
究
克
蒲
　
(
巻
第
十
七
1
月
行
)

受
.
潅
頂
挿
絵
王
位
七
質
具
足
王
四
天
下
(
巻
第
十
四
1
1
0
行
)

回
並
列
の
連
詞
に
導
か
れ
る
句
又
は
並
列
の
句

て

　

コ

ト

若
嘲
り
所
行
若
布
‥
痢
矧
若
正
憶
念
若
受
持
若
堅
固
雉
壊
(
巻
第
十
七
3
2
5

行
)

の
「
令
」
「
雷
」
「
不
」
「
無
」
に
続
く

倒
捜
.
大
利
希
有
之
慶
(
巻
第
十
四
1
3
6
行
)

上
中
下
品
各
卦
呵
(
巻
第
十
七
2
9
3
行
)

ヲ
コ
ト
点
の
単
点
の
う
ち
、
左
下
隅
の
　
「
」
　
は
、
春
日
政
治
博
士
が

「
ク
」
　
と
解
読
さ
れ
、
築
島
裕
博
士
が
　
「
モ
」
　
「
ル
」
　
「
カ
」
と
解
読
さ
れ
た

が
、
右
掲
の
回
～
間
に
通
じ
て
満
足
さ
せ
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
一
つ
の
音

節
又
は
一
つ
の
テ
ニ
ヲ
ハ
を
表
す
の
で
は
な
く
、
枝
能
と
し
て
副
詞
桟
の
連

用
機
能
を
表
す
と
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
技
能
」
を
表
す
ヲ
コ
ト
点
は

日
本
の
訓
点
で
は
使
用
例
が
無
い
。
こ
れ
は
、
旧
訳
華
厳
経
の
ヲ
コ
ト
点
が

韓
国
の
初
離
高
毘
版
の
華
厳
経
の
角
筆
点
吐
の
原
型
に
基
づ
き
変
形
し
て
収



り
入
れ
、
そ
の
副
詞
派
生
接
尾
辞
「
丈
」
　
の
影
響
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ

た
。景

雲
一
切
経
の
旧
訳
華
厳
経
の
訓
読
の
中
に
は
、
介
詞
「
於
」
　
の
訓
法
に

つ
い
て
そ
の
意
味
を
表
す
助
詞
「
に
」
を
直
接
こ
の
字
に
施
す
の
で
は
な
く
、

「
於
」
が
含
ま
れ
る
句
の
句
末
に
読
み
添
え
る
訓
法
が
あ
る
。

l

]

l

ニ

(

ん

)

か

　

を

醐
一
切
劫
中
常
見
二
諸
悌
一
故
(
巻
第
十
七
2
8
0
行
)

l

]

　

　

　

　

二

て

丁

ン

ム

甜
一
念
中
悉
能
充
二
滴
　
元
量
元
邊
一
切
世
凧
一
(
巻
第
十
七
1
6
9
行
)

オ
′
つ

後
世
の
訓
読
で
は
　
「
ニ
於
テ
」
と
訓
む
所
で
あ
る
。

こ
れ
と
同
じ
訓
法
を
し
た
例
が
、
大
谷
大
学
蔵
「
判
比
量
論
』
　
の
角
筆
加

点
に
も
見
ら
れ
る
。

今
醐
此
聖
角
訂
就
所
詮
而
立
比
望
蛇
口
□
國
(
第
九
節
2
6
行
)

角
筆
の
　
「
弓
」
　
(
叫
)
　
は
新
羅
語
で
あ
り
、
日
本
語
の
格
助
詞
「
に
」
に
当

(
U
)る

。大
谷
大
学
蔵
『
判
比
量
論
』
　
の
書
写
時
期
に
つ
い
て
、
角
筆
の
符
号
の
上

か
ら
押
印
し
た
「
内
家
私
印
」
　
の
朱
印
が
光
明
皇
后
(
七
〇
一
-
七
六
〇
)

の
蔵
書
印
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
以
前
と
見
ら
れ
て
い
た
。
近
時
、
巻
末

に
「
西
家
書
」
　
の
墨
書
が
擦
り
消
さ
れ
て
そ
の
上
か
ら
「
内
家
私
印
」
が
押

印
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
り
、
「
西
家
書
」
が
、
犬
養
三
千
代
(
光
明
皇
后

の
母
)
　
の
蔵
書
を
示
す
こ
と
か
ら
、
母
の
三
千
代
か
ら
光
明
皇
后
に
譲
渡
し

た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
、
三
千
代
の
殺
し
た
天
平
五
年
(
七
三
三
)

(
7
)

以
前
の
書
写
で
あ
る
こ
と
が
解
明
さ
れ
た
。
三
千
代
の
夫
の
藤
原
不
比
等
は

(
8
)

右
大
臣
で
、
新
羅
と
の
修
好
を
施
策
と
し
、
新
羅
留
学
僧
を
優
遇
し
て
い
る
。

東
大
寺
に
伝
来
し
た
華
肢
経
(
巻
第
十
一
一
～
巻
第
二
十
の
合
巻
)
　
の
角
筆

(
9
)

加
点
に
も
同
様
の
訓
読
法
が
見
ら
れ
る
。

「
引
」
(
角
)

相
知
是
諸
衆
生
中
　
翁
現
其
身
(
1
5
3
行
)

こ
の
華
厳
経
に
は
、

「
ム
」
(
角
)

不
起
是
　
法
邪
(
7
2
0
行
)

「
止
」
　
(
人
)
　
が
角
筆
で
書
き
入
れ
ら
れ
、
日
本
語
の
助
詞
「
の
」
に
当
る
か

或
い
は
終
声
を
表
し
た
か
と
考
え
ら
れ
る
用
法
を
示
し
て
い
る
。
三
回
遺
事

の
郷
歌
に
「
柏
史
咄
枝
次
高
支
好
」
　
(
讃
者
婆
郎
歌
)
等
と
同
じ
用
法
か
或

い
は
別
の
用
法
か
も
知
れ
な
い
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
新
羅
語
を
表
し
た
と

見
ら
れ
る
。
こ
の
華
厳
経
の
書
写
時
期
は
七
四
〇
年
前
後
と
推
定
さ
れ
て
い

(
1
0
)る

。介
詞
「
於
」
　
の
訓
法
に
つ
い
て
、
景
雲
一
切
経
の
旧
訳
華
厳
経
と
新
羅
の

角
筆
加
点
と
が
一
致
す
る
の
は
、
中
国
語
文
の
読
解
に
お
い
て
、
字
毎
に
加

点
す
る
の
で
は
な
く
、
古
く
は
句
と
し
て
把
え
る
方
式
が
日
本
で
も
新
羅
で

も
行
わ
れ
て
い
た
の
で
、
偶
々
一
致
し
た
に
過
ぎ
な
い
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、
他
の
訓
法
に
つ
い
て
比
較
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

0
　
助
詞
「
イ
」
　
に
つ
い
て

助
詞
「
イ
」
が
景
雲
一
切
経
の
旧
訳
華
厳
経
の
訓
読
に
用
い
ら
れ
て
い
る

こ
と
は
先
掲
の
通
り
で
あ
る
。
同
様
に
新
羅
語
を
角
筆
で
加
点
し
た
東
大
寺

伝
来
の
華
厳
経
(
巻
第
十
二
～
巻
第
二
十
の
合
巻
)
　
に
も
次
の
よ
う
に
用
い

ら
れ
て
い
る
。

「
〃
」
(
角
)

諸
梯
子
　
　
苦
聖
諦
　
(
4
9
行
)

「
〃
」
(
角
)

是
身
者
　
　
於
中
元
所
着
(
1
5
7
行
)

こ
の
「
伊
」
は
、
三
国
遺
事
の
郷
歌
の
「
脚
烏
例
四
是
良
羅
」
(
虞
容
歌
)

等
が
小
倉
進
平
博
士
の
説
か
れ
る
よ
う
に
主
格
を
表
す
助
詞
と
す
れ
ば
、
そ

れ
に
通
ず
る
。
郷
歌
の
解
釈
に
問
題
が
あ
る
と
し
て
も
、
角
筆
の
　
「
伊
」
は

主
格
を
表
す
助
詞
と
見
ら
れ
る
。
そ
う
す
る
と
、
景
雲
一
切
経
の
旧
訳
華
厳

経
に
用
い
ら
れ
た
「
イ
」
と
の
関
連
が
問
題
と
な
る
。

抑
も
、
日
本
の
上
代
(
八
世
紀
)
　
の
文
献
に
用
い
ら
れ
た
「
イ
」
に
つ
い



、
H
、

て
は
、
早
く
岡
倉
由
一
二
郎
氏
が
「
主
格
を
示
す
本
来
の
辞
」
と
さ
れ
て
以
来
、

(
1
2
)

山
田
孝
雄
博
士
も
同
様
に
説
か
れ
た
。
こ
れ
に
対
す
る
疑
問
も
諸
氏
に
よ
り

(
1
3
)

出
さ
れ
た
が
、
訓
点
資
料
が
日
本
語
史
の
研
究
資
料
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
、
平
安
初
期
(
九
世
紀
)
　
の
訓
点
資
料
の
殆
ど
が
「
イ
」
を

使
用
し
、
し
か
も
比
較
的
に
多
く
用
い
ら
れ
る
資
料
が
あ
り
、
そ
の
殆
ど
が

主
格
に
付
い
て
い
る
こ
と
が
分
っ
て
来
た
。
例
え
ば
、
西
大
寺
本
金
光
明
最

勝
王
経
古
点
に
は
、
全
十
巻
中
に
三
百
例
程
が
用
い
ら
れ
、
春
日
政
治
博
士

は
　
「
名
詞
・
代
名
詞
に
つ
い
て
主
格
を
表
す
」
　
「
用
言
を
受
け
て
、
主
格
の

(
1
4
)

体
言
に
化
す
る
」
等
「
主
格
の
イ
」
と
説
い
て
い
る
。
そ
の
後
、
平
安
初
期

の
訓
点
資
料
を
取
り
扱
っ
た
遠
藤
嘉
基
・
中
田
祝
夫
・
大
坪
併
治
・
築
島
裕

の
諸
博
士
、
鈴
木
一
男
氏
や
他
の
諸
氏
の
論
考
で
も
こ
の
助
詞
「
イ
」
に
言

及
し
て
い
る
が
、
主
格
と
す
る
春
日
博
士
の
説
を
大
き
く
出
て
い
な
い
。

日
本
の
上
代
(
八
世
紀
)
　
の
文
献
に
見
ら
れ
る
「
イ
」
と
平
安
初
期
(
九

世
紀
)
　
の
訓
点
資
料
に
用
い
ら
れ
る
「
イ
」
と
を
比
べ
る
と
、
用
例
数
と
用

法
と
に
お
い
て
異
な
り
が
認
め
ら
れ
る
。
用
例
数
を
比
べ
る
と
、
上
代
の
文

献
で
は
極
め
て
少
な
い
の
に
対
し
て
平
安
初
期
の
訓
点
資
料
で
は
一
資
料
に

百
例
を
越
え
て
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
。
上
代
の
文
献
で
は
、

く

ぷ

つ

つ

　

　

　

い

し

つ

つ

日
本
書
紀
の
歌
謡
の
全
一
二
八
首
の
中
で
「
頭
槌
い
」
「
石
槌
い
」
「
若

子
い
」
　
の
三
例

古
事
記
の
歌
謡
全
一
一
二
首
の
中
で
「
頭
槌
い
」
「
石
槌
い
」
各
一
一
例

高
菜
集
の
二
十
巻
・
四
千
五
百
余
首
の
中
で
「
木
の
関
守
い
」
な
ど
七

例続
日
本
紀
宣
命
の
六
十
二
詔
の
中
で
「
国
王
′
l
」
な
ど
十
七
例

併
せ
て
も
二
十
九
例
が
知
ら
れ
る
に
過
ぎ
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
平
安

初
期
(
九
世
紀
)
　
の
訓
点
資
料
で
は
右
述
の
西
大
寺
本
金
光
明
最
勝
王
経
古

点
の
よ
う
に
、
全
十
巻
中
に
三
百
例
程
も
用
い
ら
れ
て
い
て
桁
違
い
の
使
用

例
が
見
ら
れ
る
。
し
か
も
平
安
初
期
の
経
典
訓
読
で
は
ど
の
資
料
で
も
用
い

て
い
る
。
続
日
本
紀
宣
命
で
は
六
十
二
詔
の
中
の
十
七
例
で
あ
り
、
一
詔
の

中
に
二
例
用
い
た
も
の
も
あ
る
か
ら
「
イ
」
を
用
い
な
い
宣
命
の
方
が
多
い
。

次
に
、
用
法
に
つ
い
て
比
べ
る
と
、
上
代
(
八
世
紀
)
　
の
文
献
で
は
、
銃

口
∪
本
紀
宣
命
の
よ
う
に
十
七
例
が
皆
主
格
に
付
い
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
、

く

ぶ

つ

つ

　

　

　

い

し

つ

つ

日
本
書
紀
や
古
事
記
の
歌
謡
に
用
い
ら
れ
た
「
頭
槌
い
」
「
石
槌
い
」
は
、

く

め

　

　

　

ら

み
つ
み
つ
し
久
米
の
子
等
が
頭
槌
叫
(
久
夫
都
祁
伊
)
石
槌
叫
(
伊
斯

よ
ら

都
都
伊
)
持
ち
(
母
知
)
今
撃
た
ば
宜
し
(
古
事
記
巻
中
、
神
武
記
)

○

の
よ
う
に
　
「
ヲ
持
つ
」
　
の
目
的
格
　
(
ヲ
格
)
　
に
付
い
て
い
る
。
「
頭
槌
い
」

く

ぷ

つ

ち

　

た

ち

　

つ

か

が

し

ら

「
石
槌
い
」
を
一
語
と
見
る
説
も
あ
る
が
、
「
頭
槌
の
大
刀
」
　
(
柄
頭
が
塊
状

に
な
っ
た
大
刀
)
　
と
　
「
頭
槌
」
だ
け
で
も
使
わ
れ
る
の
で
、
「
い
」
は
そ
れ

に
付
い
た
助
詞
と
見
ら
れ
る
。
又
、
薔
葉
集
に
も
、
主
格
に
付
い
た
例
の
他

に
、

天
地
の
神
を
祈
り
て
吾
が
懸
ふ
る
君
叫
(
吾
懸
公
以
)
必
ず
達
は
ざ
ら

め
や
も
(
巻
十
三
・
三
二
八
七
)

○

の
よ
う
に
「
ニ
格
」
に
つ
い
た
用
法
が
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
平
安
初
期
(
九
世
紀
)
　
の
訓
点
資
料
の
　
「
イ
」
は
殆
ど
主

格
に
付
い
て
い
る
。

訓
点
に
「
イ
」
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
分
る
と
、
訓
点
の
　
「
イ
」
を
上
代

(
八
世
紀
)
　
の
文
献
に
見
ら
れ
た
「
イ
」
と
直
接
に
結
び
つ
け
て
考
え
る
よ

う
に
な
っ
た
。
山
田
孝
雄
博
士
は
因
明
関
係
の
経
典
に
「
イ
」
が
用
い
ら
れ

(
1
5
)

る
こ
と
に
言
及
し
、
春
日
政
治
博
士
は
西
大
寺
本
金
光
明
最
勝
王
経
古
点
の

「
イ
」
　
に
つ
い
て
、

主
格
の
助
詞
イ
は
乎
己
止
点
に
ま
で
置
い
て
あ
る
如
く
盛
に
用
ゐ
ら
れ

る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
語
は
奈
良
朝
に
於
て
も
多
く
用
ゐ
ら
れ
た
と
は

言
は
れ
な
い
の
で
あ
り
、
殊
に
平
安
朝
に
入
っ
て
は
巳
に
古
典
語
と
な

り
了
つ
た
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
訓
方
に
の
み
残
っ
て
ゐ
た
と
見
る
べ

き
で
あ
る



(
1
6
)

と
説
い
て
い
る
。

し
か
し
、
上
代
(
八
世
紀
)
　
の
文
献
に
見
ら
れ
る
「
イ
」
　
の
使
用
例
が
極

め
て
少
な
く
て
稀
で
あ
る
の
に
対
し
て
平
安
初
期
(
九
世
紀
)
　
の
訓
点
資
料

の
　
「
イ
」
が
用
例
数
も
多
く
盛
ん
で
あ
る
こ
と
の
違
い
の
理
由
に
つ
い
て
は

説
い
て
い
な
い
。
若
し
上
代
(
八
世
紀
)
　
の
文
献
の
　
「
イ
」
が
時
代
の
推
移

と
共
に
変
遷
し
て
平
安
初
期
(
九
世
紀
)
　
の
訓
点
資
料
の
　
「
イ
」
　
に
な
っ
た

と
す
る
と
、
稀
の
使
用
か
ら
盛
ん
な
使
用
に
な
る
の
は
、
同
じ
線
上
で
考
え

る
と
、
発
達
し
た
か
ら
と
い
う
こ
と
な
る
。
だ
が
事
実
は
異
な
る
。

平
安
時
代
(
九
世
紀
～
十
二
世
紀
)
　
に
お
け
る
「
イ
」
は
、
訓
点
資
料
に

だ
け
用
い
ら
れ
、
他
の
位
相
の
文
章
で
は
用
い
ら
れ
な
い
。
源
氏
物
語
の
よ

う
な
平
仮
名
文
や
今
昔
物
語
集
の
よ
う
な
片
仮
名
交
り
文
は
無
論
の
こ
と
、

和
歌
・
歌
謡
で
も
用
い
ず
、
宣
命
で
さ
え
承
和
九
年
(
八
四
二
)
　
七
月
の
宣

命
に
僅
か
に
二
例
を
見
る
の
み
で
あ
り
、
一
般
の
歌
文
に
は
用
い
ら
れ
て
い

な
い
。
訓
点
資
料
も
平
安
初
期
(
九
世
紀
)
　
に
偏
り
、
平
安
中
期
(
十
世
紀
)

以
降
は
保
守
的
な
資
料
に
残
る
が
、
平
安
新
興
仏
教
の
世
界
で
は
用
い
ら
れ

な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
訓
点
資
料
の
　
「
イ
」
は
奈
良
時
代
(
八
世
紀
)
　
か
ら

平
安
初
期
(
九
世
紀
)
ま
で
の
漢
文
訓
読
の
た
め
の
用
語
で
あ
っ
た
こ
と
が

知
ら
れ
る
。

こ
う
見
る
と
、
上
代
(
八
世
紀
)
　
の
歌
謡
・
宣
命
で
数
が
少
な
く
、
漢
文

の
訓
読
で
盛
ん
に
用
い
ら
れ
る
の
は
、
文
章
の
性
格
の
違
い
　
-
　
位
相
の
差

に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
歌
謡
・
宣
命
に
少
な
い
理
由
は
別
に
考
え
ね

ば
な
ら
な
い
が
、
こ
こ
で
は
「
イ
」
が
漢
文
訓
読
の
用
語
と
な
っ
た
理
由
を

考
え
る
こ
と
に
す
る
。

平
安
初
期
(
九
世
紀
)
　
の
訓
点
資
料
の
「
イ
」
　
の
用
法
を
、
西
大
寺
本
金

光
明
殻
勝
王
経
古
点
を
例
と
し
て
見
る
こ
と
に
す
る
。
こ
の
古
点
の
　
「
イ
」

の
用
法
に
つ
い
て
は
春
日
政
治
博
士
が
詳
し
く
説
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

ラ

　

の

　

の

　

　

　

な

る

叫

も

タ

　

セ

む

ヤ

㈱
何
況
我
等
邊
都
之
人
智
慧
微
浅
而
能
解
了
(
巻
第
一
2
3
2
行
)

の

　

の

ヌ

り

は

ク

　

セ

な

り

ヌ

　

(

ハ

)

ル

こ

と

一
切
衆
生
不
二
能
修
行
一
所
レ
不
レ
能
レ
至
(
巻
第
二
1
2
9
行
)

の
　
の
　
　
り
(
モ
シ
)
　
て
は
　
　
　
　
　
す
と
　
　
　
　
(
シ
)
た
ま
は
じ
　
　
サ
　
　
み
　
ひ
し
と
い
ふ
　
フ
こ
と
　
　
　
を

㈲
彼
諸
衆
生
岩
見
三
如
来
不
二
般
捏
柴
一
不
レ
生
二
恭
敬
雉
レ
遭
　
之
想
一

(
巻
第
一
1
7
0
行
)

可
(
リ
)
ヌ
レ
ど
も
　
　
　
　
に
　
　
て
　
　
の
　
　
　
に
　
　
　
　
　
ヨ
リ
オ
コ
シ
て
す
か
　
の
　
　
を

菩
薩
摩
討
薩
入
二
　
無
心
定
一
依
二
前
願
力
一
従
繹
定
起
　
作
二
衆
事
業
一

(
巻
第
二
4
8
行
)

ヌ

回
は
「
微
浅
な
り
」
「
修
行
せ
不
」
　
の
述
語
を
連
体
形
に
し
て
そ
れ
に
「
イ
」

が
付
い
て
、
上
の
　
「
辺
郡
之
人
」
「
衆
生
」
　
の
従
属
節
の
主
語
を
示
し
て
い

る
。
肘
は
「
衆
生
い
」
「
菩
薩
摩
詞
薩
い
」
　
の
主
語
に
対
す
る
述
語
が
複
数

用
い
ら
れ
て
い
る
。
「
イ
」
　
の
用
法
は
こ
の
二
種
の
よ
う
な
複
雑
な
構
文
に

見
ら
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
「
い
」
を
付
け
な
い
で
主
語
を
表
す
用
法
が
次
の
よ
う

に
あ
る
。レ

　

　

　

に

・

か

h

現
今
次
第
説
(
巻
第
一
2
5
5
行
)

-
　
　
(
ケ
タ
マ
)
は
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
に

彿
告
二
　
　
妙
瞳
菩
薩
及
諸
大
衆
一

(
巻
第
一
2
7
4
行
)

シ

い

王

し

キ

　

　

　

の

に

州
刻
昔
在
二
修
行
地
中
一
(
巻
第
二
1
1
行
)

み
　
　
(
タ
)
ル
を
　
も
　
　
　
し
　
　
(
ク
)
ル
こ
と

刹
到
無
レ
志
　
用
亦
無
レ
壷
　
　
(
巻
第
二
8
5
行
)

卜

　

寸

′

・

む

と

　

を

有
人
願
二
欲
得
手
金
　
(
巻
第
二
1
2
1
行
)

日
本
語
の
主
語
は
こ
の
よ
う
に
助
詞
を
付
け
な
い
で
表
さ
れ
る
の
が
上
代

の
文
献
に
見
ら
れ
る
古
い
形
で
あ
る
。
若
し
上
代
の
文
献
に
見
ら
れ
た
「
イ
」

が
岡
倉
由
三
郎
氏
・
山
田
孝
雄
博
士
の
言
わ
れ
る
日
本
語
の
　
「
本
来
の
主
格

助
詞
」
だ
と
す
れ
ば
、
主
格
表
現
に
は
格
を
明
示
す
る
必
要
か
ら
も
っ
と
多

量
に
現
れ
た
筈
で
あ
る
。
こ
の
西
大
寺
本
金
光
明
最
勝
王
経
古
点
で
も
主
格

表
現
は
極
め
て
多
量
で
あ
る
中
で
、
無
助
詞
の
方
が
多
く
用
い
ら
れ
て
い
て
、

そ
れ
に
比
べ
る
と
「
イ
」
を
付
け
た
例
は
三
百
例
程
に
止
ま
り
、
し
か
も
そ



の
用
法
は
複
雑
な
構
文
に
つ
い
て
特
に
主
語
で
あ
る
こ
と
を
強
く
示
す
箇
所

に
見
ら
れ
る
。
又
、
漢
文
訓
読
語
の
変
速
か
ら
見
て
も
「
の
」
「
が
」
「
を
」

「
に
」
「
と
」
　
の
よ
う
な
格
助
詞
は
平
安
中
期
　
(
十
世
紀
)
　
以
降
も
格
表
示
の

た
め
に
引
き
続
き
用
い
ら
れ
て
い
る
の
に
、
「
イ
」
　
は
、
平
安
中
期
以
降
は

原
則
と
し
て
用
い
ら
れ
な
く
な
り
、
他
の
格
助
詞
と
は
相
違
し
て
い
る
。

「
イ
」
を
日
本
語
本
来
の
主
格
助
詞
と
見
る
の
は
疑
問
で
あ
る
。

一
方
、
目
的
格
(
ヲ
格
)
を
表
す
の
も
上
代
に
は
助
詞
を
付
け
な
い
で
表

さ
れ
、
「
を
」
が
格
助
詞
と
し
て
碓
立
す
る
の
は
平
安
時
代
に
入
っ
て
か
ら

(
1
7
)

と
説
か
れ
る
。
西
大
寺
本
金
光
明
最
勝
王
経
古
点
で
は
、
R
H
的
格
に
「
を
」

が
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
特
定
の
言
い
方
に
は
無
助
詞
が
残
っ
て
い

る
。

つ

　

　

　

　

の

に

ベ

ク

を

も

　

の

　

の

す

を

　

の

ー

見
四
(
略
)
聾
中
演
三
説
微
妙
伽
他
明
二
機
悔
法
一
(
巻
第
二
2
3
5
行
)

し
　
　
　
の
　
に
　
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
に
　
べ
　
　
　
く
と
い
ふ
を
　
　
　
の
　
　
　
の
す
を
　
　
　
　
の
　
ー

我
於
夢
中
見
四
　
(
略
)
　
書
中
演
三
説
三
　
微
妙
伽
他
明
二
恨
悔
法
一
(
巻

第
二
2
4
1
行
)

の
よ
う
で
あ
る
。
従
っ
て
、
経
典
の
漢
字
文
を
訓
読
す
る
時
に
、
上
代
の
日

本
語
で
は
主
格
も
目
的
格
も
無
助
詞
で
あ
る
か
ら
、
主
語
に
訓
読
す
る
に
は

主
格
を
表
す
助
詞
を
付
け
て
明
示
す
る
必
要
が
生
ず
る
。
そ
の
場
合
、
上
代

の
文
献
に
見
ら
れ
た
「
イ
」
を
採
用
し
た
可
能
性
も
無
く
は
な
い
が
、
既
に

主
格
助
詞
と
し
て
の
機
能
が
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
そ
う
考
え
る

こ
と
は
難
し
い
。

そ
こ
で
考
え
ら
れ
る
の
は
、
勘
経
の
証
本
と
し
て
用
い
た
新
羅
経
の
主
格

助
詞
「
イ
」
　
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
東
大
寺
に
伝
来
し
た
華
厳
経

(
巻
第
十
二
～
巻
第
二
十
の
合
巻
)
　
に
角
筆
で
新
羅
語
の
加
点
が
あ
り
、
そ

れ
に
主
格
助
詞
の
　
「
伊
」
が
用
い
ら
れ
た
こ
と
と
、
同
じ
奈
良
時
代
(
八
世

紀
)
　
の
景
雲
一
切
経
の
旧
訳
華
厳
経
が
勘
経
と
し
て
「
伊
」
を
用
い
て
い
る

こ
と
は
、
そ
の
裏
付
け
と
見
ら
れ
る
。

上
代
の
文
献
に
見
ら
れ
る
「
イ
」
を
韓
国
の
主
格
助
詞
「
可
」
と
関
連
づ

け
て
考
え
る
こ
と
は
、
早
く
、
金
沢
庄
三
郎
博
士
が
「
朝
鮮
語
と
助
詞
イ
」

(1。。)

で
論
じ
て
い
る
が
資
料
は
訓
民
正
音
解
例
等
の
後
世
の
資
料
で
あ
る
。
韓
国

(
1
9
)

の
学
者
に
も
同
じ
語
と
す
る
説
が
出
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
新
羅
経
典
の
華

厳
経
を
新
羅
語
で
訓
読
し
た
角
筆
加
点
に
新
羅
語
の
　
「
伊
」
が
使
わ
れ
て
い

て
、
そ
れ
と
同
じ
用
法
の
主
格
を
表
す
.
「
伊
」
が
、
同
じ
八
世
紀
の
日
本
の

華
厳
経
に
も
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
今
ま
で
先
学
の
指
摘
さ
れ
な
か
っ
た

こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
新
羅
経
典
の
　
「
伊
」
と
八
世
紀
の
日
本
の
華
厳
経
の

「
伊
」
と
に
は
関
連
が
あ
り
、
日
本
の
華
厳
経
の
勘
経
に
お
い
て
新
羅
経
が

証
本
と
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
訓
読
を
取
り
入
れ
る
に
際
し
て
、
主
格
助
詞

「
伊
」
　
が
主
語
を
明
示
す
る
必
要
か
ら
借
用
さ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
そ
の
関
連
を
影
響
関
係
と
し
て
具
体
的
に
説
く
こ
と
が
出
来
る
と
思
わ

れ
る
。

0
　
副
詞
「
唯
」
の
呼
応
語
に
つ
い
て

日
本
の
訓
読
に
用
い
た
「
イ
」
が
新
羅
語
の
主
格
助
詞
「
イ
」
　
の
借
用
で

あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
出
来
た
と
し
で
も
、
そ
れ
は
こ
の
助
詞
だ
け
が
個
別

に
借
用
さ
れ
た
に
過
ぎ
ず
、
訓
読
法
そ
の
も
の
ま
で
影
牢
は
な
か
っ
た
か
も

知
れ
な
い
。
訓
読
法
の
影
響
の
有
無
を
知
る
た
め
に
は
、
他
の
訓
読
法
に
つ

い
て
の
新
羅
の
訓
読
法
と
日
本
の
訓
読
法
と
の
比
較
が
必
要
で
あ
る
。

東
大
寺
に
伝
来
し
た
華
厳
経
(
巻
第
十
二
～
巻
第
二
十
の
合
巻
)
　
に
角
筆

で
新
柾
の
訓
読
を
書
き
入
れ
た
仮
名
は
そ
の
材
料
と
な
る
。

こ
こ
で
は
副
詞
「
唯
」
　
の
呼
応
を
取
り
上
げ
る
。

華
厳
経
(
巻
第
十
二
～
巻
第
二
十
の
合
巻
)
　
に
角
筆
で
書
き
入
れ
た
文
字

に
、

「
1
-
一
句
V

此
人
功
徳
唯
悌
　
　
能
知
　
(
7
6
1
行
)



の
　
「
分
」
が
あ
る
。
「
分
」
は
「
大
明
律
」
に
、

「
里
長
珊
輿
罪
篤
子
事
」
(
r
郷
歌
及
吏
詩
の
研
究
し
所
引
)

と
用
い
ら
れ
「
ノ
ミ
」
　
の
意
と
さ
れ
る
。

角
筆
の
　
「
分
」
　
の
書
き
入
れ
ら
れ
た
位
置
は
　
「
仏
」
字
の
右
下
で
あ
っ
て

助
詞
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
と
す
る
と
、
副
詞
「
唯
」
　
の
呼
応
語
と

し
て
「
唯
仏
ノ
ミ
」
と
訓
読
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

平
安
初
期
(
九
世
紀
)
　
の
漢
文
訓
読
で
は
、
副
詞
「
唯
」
は
下
に
定
ま
っ

て
　
「
ノ
ミ
」
を
取
っ
て
い
て
、
「
唯
…
ノ
ミ
」
　
の
呼
応
は
強
い
関
係
を
持
っ

蒜
Y

て
い
る
。机

如
私
功
笹
禁
彗
三
ノ
を
壽
か
払
聖
て
咄
八
十
軸
い
享
へ
キ
と
壬
(
西
大

寺
本
金
光
明
最
勝
王
経
古
点
巻
第
一
1
3
9
行
)

言
所
言
皆
勝
義
克
咄
世
疇
ポ
(
百
論
釈
論
承
和
八
年
点
2
4
行
)

と

【

汗

】

と

は

　

　

に

は

し

吼
脱
与
彗
顛
勘
軍
聖
三
重
で
な
甜
法
賛
机
一
(
山
田
本
妙
法
蓮

華
経
方
便
品
古
点
1
6
行
)

の
よ
う
で
あ
る
。
上
代
(
八
世
紀
)
　
の
文
献
の
　
「
ノ
ミ
」
は
「
一
」
と
の
関

連
が
強
く
て
、
「
朕
↓
人
瑚
」
(
競
日
本
紀
宣
命
二
十
五
詔
)
の
よ
う
に
用

い
ら
れ
る
。
続
日
本
紀
宣
命
に
は
副
詞
「
唯
」
が
四
例
あ
り
、
二
例
は
「
咄

太
子
↓
人
瑚
刹
曾
」
　
(
四
十
五
詔
)
、
「
咄
己
矧
瑚
刹
」
　
(
二
十
八
詔
)
と
用
い
ら

れ
る
が
、
本
文
に
「
こ
「
猫
」
が
無
い
他
の
二
例
は
、

塩
焼
王
者
咄
預
二
四
王
之
列
一
(
二
十
詔
)

咄
言
其
理
ホ
不
在
逆
ホ
云
利
(
四
十
四
詔
)

の
よ
う
に
「
ノ
ミ
」
　
の
呼
応
が
無
い
。
漢
文
訓
読
以
外
の
文
章
で
は
「
唯
」

は
　
「
ノ
ミ
」
と
必
ず
し
も
呼
応
し
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
漢
文
訓
読
で
は

「
唯
…
ノ
ミ
」
　
の
呼
応
が
強
い
。
そ
こ
に
は
新
羅
の
華
厳
経
に
見
ら
れ
る
よ

う
な
訓
読
法
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
影
響
関
係
の
考
え
ら
れ
そ
う
な
例
を
積
み
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
日
本
の
経
典
訓
読
の
源
流
の
一
つ
を
新
羅
経
の
訓
読
に
求
め
る
こ
と
が

可
能
と
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
新
羅
樺
の
角
筆
文
字
の
解
読
に
期
待
が
か

か
る
。華

厳
経
に
つ
い
て
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
天
平
十
二
年
(
七
四
〇
)

に
「
新
羅
学
生
」
　
の
審
拝
が
東
大
寺
の
前
身
の
金
鍾
寺
に
お
い
て
日
本
で
初

め
て
講
説
を
行
い
、
講
説
は
そ
の
後
五
十
年
間
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
。
審
禅

の
講
説
の
内
容
は
分
ら
な
い
が
、
現
存
す
る
経
巻
の
訓
点
と
勘
経
と
い
う
事

業
か
ら
考
え
て
、
日
本
の
訓
読
の
源
流
の
一
つ
に
新
羅
の
訓
読
を
考
え
る
こ

と
は
、
荒
唐
無
稽
と
は
言
え
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

注(
1
)

(
2
)

(
3
)

(
4
)

(
5
)

(
6
)

(
7
)

(
8
)

(
9
)

(
1
0
)

拙
稿
「
日
本
語
訓
点
表
記
と
し
て
の
自
点
・
朱
点
の
始
原
」
　
(
「
汲

古
」
第
五
十
三
号
、
平
成
二
十
年
六
月
)
。

呉
美
寧
・
金
星
周
「
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
『
華
厳
刊
定
記
』
　
に
つ

い
て
」
(
「
訓
点
語
と
訓
点
資
料
」
第
二
九
頼
、
二
〇
〇
七
年
九
月
)
。

凝
然
　
『
一
二
国
仏
法
伝
通
縁
起
』
　
「
華
厳
宗
」
。

春
日
政
治
「
初
期
点
法
例
-
聖
語
蔵
点
本
を
資
料
と
し
て
-
」

(
「
国
語
国
文
」
昭
和
二
十
七
年
十
月
)
。
後
に
　
『
古
訓
点
の
研
究
』

(
一
九
六
五
年
刊
)
　
に
再
録
。

山
下
有
美
「
嶋
院
に
お
け
る
勘
経
と
写
経
-
国
家
的
写
経
機
構
の

再
把
握
-
」
　
(
「
正
倉
院
文
書
研
究
7
」
一
九
九
九
年
)
。

拙
著
『
角
筆
文
献
研
究
導
論
　
上
巻
　
東
ア
ジ
ア
窟
』
　
二
七
六
頁
。

宮
崎
健
司
『
日
本
古
代
の
写
経
と
社
会
』
　
四
九
頁
。

注
(
7
)
文
献
一
五
〇
頁
。

拙
稿
「
角
筆
に
よ
る
新
羅
語
加
点
の
華
厳
経
」
　
(
「
南
都
仏
教
」
第

九
十
一
輯
、
平
成
二
十
年
十
二
月
)
。

.
元
・
奈
良
国
立
博
物
館
長
の
山
本
信
書
氏
は
、
僚
巻
の
正
倉
院
聖



語
蔵
華
厳
経
(
巻
第
七
十
二
か
ら
巻
第
八
十
の
合
巻
)
　
に
つ
い
て
筆

跡
等
か
ら
推
定
さ
れ
た
　
(
山
本
信
書
「
聖
語
蔵
『
大
方
広
仏
華
厳
経

自
巻
七
十
二
至
巻
八
十
』
　
の
書
誌
的
考
察
」
正
倉
院
紀
要
第
二
十
八

号
、
平
成
十
八
年
三
月
)
。

(
1
1
)
　
岡
倉
由
三
郎
「
主
格
を
示
す
本
来
の
辞
」
　
(
「
帝
国
文
学
」
六
巻
二

号
、
一
九
〇
〇
年
刊
)
。

(
1
2
)
　
山
田
孝
雄
『
奈
良
朝
文
法
史
』
　
(
一
九
一
三
年
刊
)
　
三
一
一
頁
。

(
1
3
)
　
石
田
春
昭
「
イ
は
主
格
助
詞
に
あ
ら
ず
」
　
(
「
国
語
国
文
」
一
九
三

七
年
一
月
号
)
　
の
他
に
、
武
田
祐
吉
　
(
接
尾
辞
)
、
金
田
一
京
助

(
強
め
辞
)
、
松
尾
捨
次
郎
　
(
間
投
的
)
　
の
諸
博
士
の
説
も
あ
る
。

(
曇
　
春
日
政
治
晶
林
金
光
明
最
勝
王
経
高
点
の
国
語
学
的
研
究
　
研

究
篇
』
　
(
一
九
四
二
年
刊
)
　
二
〇
四
頁
。

(
1
5
)
　
注
　
(
1
2
)
文
献
三
一
四
頁
。

(
1
6
)
　
注
(
1
4
)
文
献
二
〇
四
頁
。

(
1
7
)
　
松
尾
拾
「
客
語
表
示
の
助
詞
「
を
」
に
つ
い
て
」
(
扇
頑
礪
出

国
語
学
論
集
」
　
昭
和
十
九
年
)
。

(
1
8
)
　
金
沢
庄
三
郎
「
朝
鮮
語
と
助
詞
イ
」
　
(
「
国
学
院
雑
誌
」
昭
和
三
十

二
　
(
一
九
五
七
)
年
九
月
)
。
同
氏
の
　
『
日
韓
両
国
語
同
系
諭
し
　
(
明

治
四
十
三
年
一
月
刊
)
　
で
も
説
い
て
い
る
。

(
1
9
)
　
金
思
煙
『
古
代
朝
鮮
語
と
日
本
語
』
一
九
八
一
年
刊
二
九
九
八

年
版
に
よ
る
)
。

(
2
0
)
　
注
　
(
1
4
)
　
文
献
二
八
〇
百
。

(
広
島
大
学
名
誉
教
授
・
国
語
学
)

古
典
研
究
会
　
会
員
名
簿

※
印
は
　
「
汲
古
」
編
集
委
員

○
代
表

築

島

　

裕

○
会
員

石
上
英
一

伊
藤

※
尾
崎

兼
築

川
上
新

※

佐小久
藤林曾

芳神二信　漱
保規昇郎行康平

自
在
二
位
幸

高
橋
　
　
智

竺
沙
雅
章

戸
川
芳
郎

長
澤
孝
三

永
村
　
眞

沼
本
克
明

橋
本
義
彦

平
林
感
得

※

山山　人福
本城　㍊井
信喜　正
吉憲　治保

東
京
大
学
名
誉
教
授

東
京
大
学
史
料
編
纂
所

教
授

二
松
学
舎
大
名
誉
教
授

元
慶
應
義
塾
大
学
教
授

早
稲
田
大
学
教
授

慶
應
義
塾
大
学
教
授

愛
知
大
学
名
誉
教
授

広
島
大
学
名
誉
教
授

お
茶
の
水
女
子
大
学
名

誉
教
授

二
松
学
舎
大
学
教
授

慶
應
義
塾
大
学
准
教
授

京
都
大
学
名
誉
教
授

東
京
大
学
名
誉
教
授

元
国
立
公
文
書
館
内
閣

文
庫
長

日
本
女
子
大
学
教
授

安
田
女
子
大
学
教
授

前
田
背
徳
会
尊
経
問
文

庫
　
常
務
理
事

元
宮
内
庁
専
門
員
(
三

の
丸
尚
炭
鉱
)

元
内
閣
文
庫
専
門
官

元
宮
内
庁
青
陵
部
図
書

調
査
官

慶
應
義
盛
大
学
教
授

元
奈
良
国
立
博
物
館
長

国
語
学

(
五
十
音
順
)

国

史

学

中
国
文
学

東
洋
史
学

国

文

学

国

文

学

国

文

学

田
〓
語
学

中
国
文
学

国

語

学

書
二
誌
学

東
洋
史
学

中
国
哲
学

書

誌

学

回

史

学

同
〓
語
学

回

史

学

国東回　書国

境文　誌史
!声三戸等:　学学
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